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 4,725m3/年の土砂供給量減少

【注意事項】
国からの交付金を得て実施する事業であるため、予算措置状
況により進捗状況が変わることがあります

江の川流域全体の0.3%程
度の減少であり、影響は
少ない

江津港海岸

和木工区

【和木工区の整備順序】

①波浪の影響をおさえ砂浜の安定化を図るため、沖合に人工リーフを施工

・Ｈ３０～３４年度 西側の人工リーフ

・Ｈ３５～３９年度 東側の人工リーフ

②背後地の堆砂状況を確認しながら養浜を実施

・Ｈ４０～４６年度

＊上記整備期間中の侵食を抑制するため、応急処置として捨石工等実施

（Ｈ３０完了予定）

【１年あたり施工量の概略の目安】

・人工リーフ 40m/年
・養浜 38,500m3/年

①和木工区の工事の進め方（シナリオ） ②ダム建設と海岸侵食との関係

応急対策（捨石工等）

Ｈ３０完了予定

都治川流域面積
（江の川流域面積
の約 1.3%)

波積ダム流域面積
（江の川流域面積
の約 0.3%)
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侵食

堆砂堆砂

【補足】サンドリサイクルの実施



江津港海岸

和木波子海岸（江津市） 侵食対策事業
【海岸の概要】
〇和木波子海岸は江津市の西部に位置し、その西端は県立石見海浜公園の一部である大崎鼻、
東端は江の川左岸の江津港海岸に挟まれた延長約6.2kmの砂浜海岸です。昭和60年頃から
砂浜の侵食が顕著になりました。
〇背後には人家、工場、事業所、ライフラインとしてJR山陰本線、国道9号、市道等が近接しています。
【事業の概要】
〇人工リーフ（沖合に設置する浅瀬の堤防）や養浜（砂浜の造成）等の海岸保全施設を整備し、冬
季風浪や波浪による侵食から住民の人命・財産や国土を保全します。
〇砂浜の復元により白砂青松のような良好な景観や、海洋レクリエーション空間の形成が期待され
ます。

和木波子海岸
海岸保全区域延長
L=6,173m
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平成28年4月撮影

和木波子工区横断図

【和木波子工区 波浪状況】平成20年11月撮影

【和木波子工区 海岸状況】平成29年5月撮影

【和木工区 海岸状況】平成29年6月撮影

和木工区横断図

事業箇所位置図

和木工区
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【和木工区 被災状況】平成22年撮影
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応急対応


